
【申込期間】
2011年1月24日（月）～2011年2月25日（金）
申込期間の延長はありません!

午前9時～午後6時
具志川運動公園　主会場／具志川総合体育館

うるま市まちづくり生涯学習推進本部　社会教育課　1978-2227

【参加料】
・ハーフマラソン（21.0975km）　3,000円
・トリムマラソン（10km・3.8km）　2,500円
・高校生以下　1,500円

【申込方法】
大会実施要項（申込用紙）及びホームページ等で別途ご案内します。
http://www.city.uruma.lg.jp/3/2584.html

第11回

2011年4月3日（日）
うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

2011年4月3日（日）
うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

2011年4月3日（日）2011年4月3日（日）

2月5日（土）・6日（日）

うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタートうるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

第6回うるま市生涯学習フェスティバル
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2011年　新年のごあいさつ

　

ま
た
、
昨
年
は
う
る
ま
市
制
施
行
５
周

年
に
あ
た
り
、
７
月
に
挙
行
し
た
記
念
式

典
で
は
市
政
功
労
者
へ
の
表
彰
を
は
じ

め
、「
う
る
ま
市
音
頭
」
を
披
露
い
た
し

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
活
躍
も
め
ざ

ま
し
く
、
本
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
相
撲
競
技
団

体
の
部
に
お
い
て
中
部
農
林
高
等
学
校
が

準
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得
す
る
な
ど
市
民
に

大
き
な
喜
び
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
安
慶
名
再
開
発
事
業
で
は
念
願
の「
う

る
ま
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、

市
民
の
交
流
・
活
動
の
場
と
し
て
、
さ
ら

に
は
商
業
の
拠
点
な
ら
び
に
中
心
市
街
地

の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
と
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
国
・
地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
新
市
建
設
計
画
を
検
証
す
る
と
同
時
に

更
な
る
市
の
飛
躍
・
発
展
を
目
指
し
、
中

城
湾
港
新
港
地
区
へ
の
積
極
的
な
企
業
誘

致
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
関
連
事

業
の
展
開
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
人
材
育

成
、
そ
し
て
廃
棄
物
の
再
資
源
化
等
に
よ

る
循
環
型
社
会
の
構
築
を
は
じ
め
、
教
育
・

福
祉
環
境
の
充
実
ま
た
、
地
域
資
源
を
有

効
活
用
し
た
観
光
・
物
産
の
振
興
を
図
る

た
め
の
観
光
・
物
産
振
興
協
会
の
立
ち
上

げ
な
ど
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

行
政
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
、

地
域
間
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が

ら
、「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
沖
縄

県
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
と
誇

り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
が
輝
か
し
い
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
円
滑
な
市

政
運
営
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

本
年
も
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の

活
性
化
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
尖
閣
諸
島
問
題
や
宮
崎
県

の
口
蹄
疫
発
生
、
南
米
チ
リ
地
震
に
よ

る
津
波
な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　

県
内
で
は
、
普
天
間
飛
行
場
移
設
が

大
き
な
課
題
と
な
る
な
か
４
月
に
県
民

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
も
多
く

の
市
民
が
参
加
す
る
な
ど
、
基
地
の
な

い
平
和
な
沖
縄
を
願
う
熱
い
思
い
を
国

内
外
に
発
信
す
る
事
が
で
き
た
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
を
振
り
返
る

市
政
及
び
議
会
の
主
な
事
柄

１
月

　

６
日　

う
る
ま
市
消
防
出
初
式

　

８
日　

う
る
ま
市
新
春
交
歓
会
開
催

　

10
日　

成
人
式

　

13
日　

沖
縄
北
方
問
題
特
別
委
員
会
と
の
意
見
交
換

　

26
日　

う
る
ま
市
・
琉
球
ジ
ャ
ス
コ
株
式
会
社

　
　
　
　
「
う
る
ま
市
物
産
販
売
奨
励
協
定
」
締
結

　

28
日　

第
51
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）
開
会

２
月

　

６
・
７
日　

　
　
　
　

第
５
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

16
日　

叙
勲
受
章
合
同
祝
賀
会
開
催

　

22
日　

う
る
ま
市
・
金
武
町
に
よ
る
合
同
企
業

　
　
　
　

立
地
促
進
協
議
会
設
置

　

24
日　

第
52
回
う
る
ま
市
議
会
（
定
例
会
）
開
会

　

27
日　

沖
縄
近
海
地
震
に
よ
り
勝
連
城
跡
の
石
垣

　
　
　
　

の
一
部
が
崩
壊

　

28
日　

チ
リ
地
震
に
伴
う
太
平
洋
沿
岸
へ
の
津
波

　
　
　
　

警
報
発
令

３
月

　

６
・
７
日　

　
　
　
　

第
２
回
環
金
武
湾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
開
催

４
月

　

４
日　

第
10
回
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

　
　
　
　

会
開
催

　

８
日
～
14
日

　
　
　
　

第
34
回
沖
展
選
抜
展

　

16
日　

第
53
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）
開
会

　

25
日　
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
県
外
・
国
外
移

　
　
　
　

設
を
求
め
る
県
民
大
会
」

５
月

　

18
日　

国
勢
調
査
実
施
本
部
設
置

　

19
日　

第
54
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）
開
会

６
月

　

７
日　

新
教
育
委
員
と
し
て
安
村
和
子
氏
へ
辞
令
を

　
　
　
　

 

交
付
。教
育
委
員
長
に
栄
門
忠
光
氏
を
選
任
。

　

９
日　

第
55
回
う
る
ま
市
議
会
（
定
例
会
）
開
会

　

15
日　

う
る
ま
市
市
民
音
頭
制
定

う
る
ま
市
長

島し

ま

ぶ

く袋 

俊と

し

お夫
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そ
の
後
政
府
は
、
辺
野
古
移
設
案
に
方
針

を
定
め
、
日
米
合
意
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
県
民
が
県
内
移
設
に
反
対
し
て
お
り
、

今
後
政
府
の
動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
国
土
交
通
省
が
全
国

43
の
重
点
港
湾
の
う
ち
、
沖
縄
か
ら
は
那

覇
港
と
中
城
湾
港
が
選
定
さ
れ
、
物
流
拠

点
と
し
て
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
、
当
地
区
の
東
埠
頭
整
備

や
企
業
立
地
が
促
進
さ
れ
、
経
済
活
性
化

や
失
業
率
の
改
善
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
関
係
国
と

協
議
入
り
す
る
と
し
た
政
府
基
本
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
に
お
け
る
農
水

産
物
な
ど
へ
の
甚
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、

本
市
が
推
進
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や

失
業
対
策
、
観
光
振
興
等
へ
の
影
響
も
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
な
い

よ
う
要
請
す
る
意
見
書
を
議
会
で
可
決
し
、

国
へ
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に
は
合
併
後
２
回

目
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新

た
に
34
人
が
当
選
し
、
10
月
20
日
か
ら
４

年
間
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
一
般
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答

制
の
導
入
や
議
員
定
数
を
４
人
削
減
す
る

条
例
を
制
定
致
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
平
成
23
年
は
市
議
会
と
し
て

も
、「
市
民
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
、
魅
力

あ
る
う
る
ま
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
経

済
対
策
や
地
域
活
性
化
、
安
心
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
重
点
に
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
議
会
に
対
し
、
尚
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し

い
年
が
市
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

で
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表

し
て
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
春
を

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
市
議
会
活
動
に
対
し
、
市
民

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
更
な
る
市
民
福
祉
の
向
上
と

市
政
発
展
の
た
め
、
市
議
会
議
員
一
同
一

丸
と
な
っ
て
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
、
市
民
皆
さ
ま
に

は
、
な
お
一
層
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

問
題
で
、
３
月
に
は
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に

よ
り
、
勝
連
沖
に
建
設
す
る
案
が
浮
上
し
、

本
市
議
会
で
は
「
勝
連
沖
へ
の
移
設
に
反

対
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
市
長
は
じ

め
市
民
と
と
も
に
反
対
の
意
思
を
表
明

し
、
勝
連
沖
移
設
案
を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。

７
月

　

１
日　

市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
挙
行

　

２
日　

青
少
年
深
夜
は
い
か
い
防
止
・
未
成
年
者

　
　
　
　

飲
酒
防
止
市
民
総
決
起
大
会

　

15
日　

県
内
６
番
目
と
な
る
マ
ン
ゴ
ー
の
拠
点
産

　
　
　
　

地
に
認
定

　

28
日
～
８
月
20
日

　
　
　
　

美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
開
催
。
市
内

　
　
　
　

で
サ
ッ
カ
ー
競
技
（
７
／
31
～
８
／
１
）

　
　
　
　

と
相
撲
競
技
（
８
／
２
～
４
）
が
行
わ
れ

　
　
　
　

た
。
相
撲
の
団
体
競
技
で
、
中
部
農
林
高

　
　
　
　

等
学
校
が
見
事
準
優
勝
を
飾
る
。

　

29
日　

与
勝
地
下
ダ
ム
供
用
開
始

８
月

　

26
日　

第
56
回
う
る
ま
市
議
会
（
定
例
会
）
開
会

９
月

　

１
日　

市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　

11
・
12
日

　
　
　
　

第
５
回
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
開
催

　
　
　
　

第
３
回
う
る
み
ん
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
開
催

　

20
日　

島
袋
市
長
、
市
内
新
百
歳
の
長
寿
者
を
慶

　
　
　
　

祝
訪
問

　

26
日　

第
25
回
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

26
日　

う
る
ま
市
議
会
議
員
選
挙

10
月

　

１
日　

国
勢
調
査
実
施

　

10
日　

第
6
回
う
る
ま
市
陸
上
競
技
大
会

　

16
・
17
日

　
　
　
　

第
５
回
う
る
ま
祭
り
開
催

　

20
日　

第
57
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）
開
会

　
　
　
　

議
長
に
西
野
一
男
氏
、
副
議
長
に
東
浜
光

　
　
　
　

雄
氏
が
就
任

11
月

　

26
日　

第
58
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）
開
会

12
月

　

１
日　

第
59
回
う
る
ま
市
議
会
（
定
例
会
）
開
会

　

12
日　

第
６
回
う
る
ま
市
駅
伝
競
走
大
会

　

18
・
19
日

　
　
　
　

第
６
回
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り
及
び

　
　
　
　

第
12
回
全
沖
縄
や
ま
い
も
勝
負
開
催

う
る
ま
市
議
会
議
長

西に

し

の野 
一か

ず

お男
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伊
波
の
今
昔

　

伊
波
は
、
伊
波
グ
ス
ク
の
南
西
麓
に
集
落

が
広
が
る
。
標
高
約
80
ｍ
の
カ
ル
ス
ト
台
地

に
位
置
す
る
伊
波
グ
ス
ク
か
ら
北
東
の
眺
望

は
絶
景
で
あ
る
。
昭
和
57
年
に
第
一
印
刷
か

ら
発
行
さ
れ
た
『
沖
縄
百
景
』
に
金
武
湾
洋

上
を
は
じ
め
、
石
川
岳
や
恩
納
岳
、
石
川
市

街
の
風
景
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ス

ク
の
東
側
下
方
の
傾
斜
地
に
国
指
定
文
化
財

の
伊
波
貝
塚
が
あ
る
。

　

王
国
時
代
に
は
、
西
宿
の
仲
泊
と
東
宿
の

東
恩
納
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
に
あ
っ
た
。

明
治
35
年
の
新
聞
に
「
伊
波
村
に
は
中
頭
郡

で
も
屈
指
の
小
間
物
店
が
あ
り
、美
里
間
切
・

恩
納
間
切
・
金
武
間
切
に
お
よ
ん
で
商
品
を

供
給
し
て
い
た
商
店
が
あ
る
」
と
の
記
述
が

あ
る
。
明
治
27
年
に
は
、
小
学
校
が
設
立
さ

れ
、
周
辺
地
域
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。

　

伊
波
メ
ン
サ
ー
は
、
古
い
時
代
か
ら
伊
波
に

の
み
伝
わ
る
織
物
で
そ
の
紋
様
の
出
し
方
や
織

り
方
に
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
技
能
や

織
り
具
は
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

伊
波
村
に
は
、
伊
波
の
金
細
工
（
加
那
）

と
呼
ば
れ
る
人
が
い
た
。
金
細
工
道
具
を

伊い

は波
（
イ
フ
ァ
）

と
な
り
、
そ
の
後
、
美
里
村
字
伊
波
と
な
っ

た
。
終
戦
後
は
、
石
川
市
伊
波
と
な
り
、
そ

し
て
現
在
は
、
平
成
17
年
４
月
の
２
市
２
町

の
合
併
に
よ
り
、
う
る
ま
市
石
川
伊
波
と

な
っ
て
行
政
所
管
の
変
遷
は
激
し
い
。

　

伊
波
の
地
名
に
つ
い
て
『
石
川
市
史
』
は
、

「
伊
波
と
い
う
地
名
、す
な
わ
ち
イ
ハ
（
伊
波
）

に
は
海
浜
の
意
味
が
あ
っ
て
地
相
に
よ
っ
て

付
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
ら

ば
何
故
イ
ハ
が
海
浜
の
義
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
イ
ー
フ
が
転
訛
し
て
イ
ハ
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

（
イ
ー
フ
は
、
大
雨
や
川
の
流
水
な
ど
に
よ
っ

て
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
や
海
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
土
地
の
こ
と
）
イ
ハ
地
名
の
語
源

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

① 

伊
波
は
、
標
高
約
80
ｍ
の
台
地
上
に
位
置 

　

  

す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
語
源
は
上
方
・
上 

　

端
（
イ
ー
フ
ァ
）
で
意
味
は
台
地
に
あ
る

　

 

と
こ
ろ
と
い
う
意
味
。

② 

イ
ハ
の
ハ
が
山
入
端
の
よ
う
な
「
端
」
を

　

 

い
う
の
で
あ
れ
ば
越
来
方
面
か
ら
北
西
の  

　
  

端
と
い
う
意
味
で
亥
端
（
イ
フ
ァ
）
に
解

　
 

さ
れ
、
あ
る
い
は
、
亥
方
（
イ
フ
ァ
）
が

　

 
そ
の
語
源
で
意
味
は
越
来
か
ら
北
西
の
方

　

 
向
と
い
う
意
味
か
。

　

 

以
上
、
伊
波
の
地
名
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
が
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
る
。

古
我
地
原
と
イ
ナ
ガ
ミ
ム
イ
・
ナ
ガ
マ
ー

チ
ョ
ー

　

沖
縄
自
動
車
道
を
沖
縄
北
イ
ン
タ
ー
か
ら

北
に
嘉
手
苅
方
面
を
過
ぎ
た
高
架
道
の
下
方

一
帯
に
縄
文
時
代
中
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る

古
我
地
原
貝
塚
が
あ
る
。
古
我
地
の
コ
ガ
・

ク
ガ
は
、
植
物
の
サ
ル
ナ
シ
の
木
の
こ
と
で

こ
の
一
帯
の
植
生
か
ら
ク
ガ
の
生
え
て
い
る

地
と
し
て
呼
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

沖
縄
市
池
原
方
面
か
ら
国
道
３
２
９
号
の

バ
イ
パ
ス
を
伊
波
向
け
に
行
く
と
左
手
の
ゴ

ル
フ
練
習
場
を
過
ぎ
、
や
が
て
西
に
山
城
、

右
手
の
方
に
細
長
い
丘
陵
が
道
路
に
沿
う
よ

う
に
約
１
km
続
き
、
丘
の
北
西
側
の
斜
面
に

伊
波
按
司
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
丘
を
伊
波
で

は
ナ
ガ
マ
ー
チ
ョ
ー
、
山
城
で
は
イ
ナ
ガ
ミ

ム
イ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

か
つ
て
は
丘
に
沿
っ
て
長
い
松
林
が
続
い

て
い
た
の
で
ナ
ガ
マ
ー
チ
ョ
ー
と
呼
ば
れ

た
。
イ
ナ
ガ
ミ
の
イ
ナ
は
、
畝う

ね

か
ら
転
訛
し

た
も
の
で
畝
状
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
指

し
、
ガ
ミ
は
高
い
と
こ
ろ
を
指
す
頭
の
意
味

で
「
畝
の
よ
う
に
高
い
と
こ
ろ
（
ム
イ
）」

と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。

うるま市地名散歩  14  名
な か や ま

嘉山　兼
け ん こ う

宏

担
い
で
村
々
里
々
を
回
っ
て
農
具
や
日
用
品

を
修
繕
す
る
仕
事
で
あ
る
。「
加
那
は
、
美
男

子
で
性
格
は
底
抜
け
に
明
る
く
、
ひ
ょ
う
き

ん
者
で
あ
っ
た
か
ら
テ
ー
フ
ァ
加
那
と
い
わ

れ
て
常
に
人
か
ら
好
か
れ
て
い
た
（
石
川
市

史
）」。そ
の
加
那
阿
兄
の
こ
と
が「
金
細
工
節
」

と
し
て
謡
わ
れ
、
軽
快
な
踊
り
は
県
民
に
人

気
が
あ
る
。

　

現
在
、
伊
波
東
方
の
傾
斜
地
や
南
方
周
辺

は
住
宅
地
と
し
て
拡
大
し
、
ま
た
西
側
に
は

美
里
・
石
川
方
面
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
。

　

伊
波
地
名
を
再
考
す
る

　

伊
波
の
表
記
に
つ
い
て
『
石
川
市
史
』
は
、

「
慶
長
検
地
長
（
１
６
１
０
年
）
に
伊
覇
、
元

文
帳
（
１
７
３
６
年
）
に
は
伊
波
と
な
り
、

以
後
伊
波
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
記
述
し
て
い
る
。
伊
波
は
、
王
国
時
代
は

越
来
間
切
伊
覇
村
、
次
に
美
里
間
切
伊
波
村
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が

　
　

な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り

　
　

 

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　

  

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業
者

　
　

の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ

　
　

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、

　
　

ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
「
保
険
料
免
除
制

　
　

度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を

　
　

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

  

Ｑ
．
未
納
に
し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

Ａ 　
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

　
　

る
と
、
次
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

  

・
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
際
、
障
害

　

     

基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い　

　

  

・
万
が
一
死
亡
し
た
際
、
遺
族
が
遺
族
基

　
　

  

礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い

　
　

 

（
※
遺
族
基
礎
年
金
上
の
遺
族
と
は
18
歳

　
　

 

未
満
の
子
、
も
し
く
は
18
歳
未
満
の
子

　
　

  

を
も
つ
妻
を
指
し
ま
す
）

　
　
・
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

　
　

  
年
金
額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
に
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。

納
付
、
も
し
く
は
免
除
等
の
手
続
き
を
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

Ｑ
．
加
入
し
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
？

Ａ 　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

　
　

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
（
外

　
　

国
人
含
む
）、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

　
　

険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金

　
　

を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

 

Ｑ
．
ど
う
や
っ
て
加
入
す
る
の
？

Ａ    

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20
歳

　
　

に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
方

　
　

は
、
う
る
ま
市
役
所
市
民
課
年
金
係
で

　
　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二
号

　
　

被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
二
号
被
保

　
　

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
三
号

　
　

被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

　
　

が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個

　
　

別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

Ｑ
．
保
険
料
が
払
え
な
い
の
だ
け
ど
…

Ａ　

  

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

　
　

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
一
万

　
　

五
、一
〇
〇
円
で
す
。

　
　
　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

　

  

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き

　

  

な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

　
　

付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

祝
20
歳 
成
人
お
め
で
と
う
！
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支

給
し
、思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る

年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負

担
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心

な
制
度
で
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

　　

年
金
手
帳
は
将
来
就
職
や
退
職
、
ま
た

は
年
金
の
請
求
手
続
き
を
す
る
と
き
な
ど

に
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
第
一
号
被
保
険
者

は
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
を
し
っ
か
り
管
理

し
て
、
自
分
の
年
金
加
入
記
録
を
残
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
年
金
記
録
を
管

理
す
る
の
は
あ
な
た
で
す
！

※
平
成
22
年
12
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た 

　
「
Ｑ
１ 

第
三
号
被
保
険
者
と
は
な
ん

　

で
す
か
？
」
の
文
中
、「
26
歳
以
上
60

　

歳
未
満
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
20

　

歳
以
上
60
歳
未
満
」
の
誤
り
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

祝
20
歳 
成
人
お
め
で
と
う
！
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う



平成23年度市 ・ 県 民 税
国民健康保険税の申告について

　

平
成
23
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、市
民
税
・
県
民
税
や
国

民
健
康
保
険
税
の
算
出
の
み
で
な
く
、

「
所
得
証
明
書
」・「
課
税
証
明
書
」な
ど

を
交
付
す
る
場
合
に
も
必
要
な
も
の
で

す
。

　

ま
た
、こ
の
申
告
が
な
い
と
各
種
手

続
き
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、期
限
内
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

1
月
下
旬
に
送
付
予
定
の「
申
告
書
」及

び「
し
お
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
対
象
地
域
ご

と
に
会
場
と
日
程
を
指
定
し
て
お
り

ま
す
が
、指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
で
き

な
い
方
は
、都
合
の
良
い
日
程
を
選
び

期
限
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

2
月
16
日
か
ら
、申
告
会
場
が「
う

る
み
ん
」に
変
わ
り
ま
す
の
で
、お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。（
本
庁
で
は
申
告

で
き
ま
せ
ん
）

　

毎
年
、最
終
日
に
近
く
な
る
と
大
変

混
み
合
い
、待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、市
役
所
で
の

受
付
は「
還
付
申
告
」の
み
と
な
り
ま
す
。

「
所
得
税
」・「
消
費
税
」の
生
じ
る
方
は
沖

縄
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

沖
縄
税
務
署
の
平
成
22
年
分
の
確
定

申
告
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

場
所 

沖
縄
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

期
間 

2
月
1
日
〜
3
月
15
日

　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
お
問
い
合
わ
せ
】

沖
縄
税
務
署　

9
3
8
0
0
3
1

　

前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
、ま

た「
源
泉
徴
収
票
」・「
保
険
料
控
除
」な

ど
必
要
書
類
が
整
っ
て
い
る
方
は
申
告

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
郵
送
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、記
載
内
容
や
書
類
不
備
の

場
合
は
お
呼
び
出
し
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、障
害

者
手
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
等
の
あ
る

　

方
は
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

与
那
城
庁
舎

　

ロ
ビ
ー

津　

堅

公
民
館

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
う
る
み
ん
」
3
階
ホ
ー
ル

勝　

連

シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル

石
川
保
険
相
談

　

セ
ン
タ
ー

午前
9：00～11：30
午後
13：00～16：00

10：00～14：00

日付 対象地域
会
場

受付時間

2月 4 日(金) 屋慶名・饒辺・照間

2月 7 日(月)
（与）西原・与那城・
平安座・桃原・上原・
宮城・池味・伊計

2月 8 日(火)
津堅

平敷屋・南風原

2月 9 日(水) 平安名・内間・浜・比嘉

2月10日(木) 嘉手苅・山城・（石）前原・東恩納・美原

2月14日(月) 松島・宮前・東山・旭・港

2月15日(火) 曙・南栄・城北・中央・伊波

2月16日(水) 具志川・赤野

2月17日(木) 田場・大田
午前
9：00～11：30
午後
13：00～16：00

2月18日(金) 宇堅・天願・昆布・栄野比

2月21日(月) 川崎・（具）西原・安慶名

2月22日(火) みどり町１丁目～６丁目

2月23日(水) 平良川・上平良川・上江洲

2月24日(木) 兼箇段・米原・喜仲

2月25日(金) 赤道・新赤道

2月28日(月) 江洲・豊原・（具）前原・志林川

3月 1 日(火) 宮里・川田・塩屋・高江洲

3月 2 日(水)
～

3月15日(火)
市内全域
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健康支援課
1973 − 3209

  
栄
養
士
の
プ
チ
栄
養
講
座

行
事
食
と
上
手
に
付
き
合
お
う
！

で
栄
養
素
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
３

回
に
分
け
て
と
る
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　

お
正
月
は
朝
食
が
ル
ー
ズ
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
生
活
リ
ズ
ム
を
規
則
正
し
く
す

る
こ
と
は
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
役
立

ち
ま
す
。
お
も
ち
は
量
を
決
め
、
お
せ
ち

料
理
の
栗
き
ん
と
ん
や
黒
豆
、
だ
て
巻
き

な
ど
は
糖
分
を
多
く
含
む
の
で
量
を
控
え

め
に
し
ま
し
ょ
う
。
沖
縄
の
重
箱
で
は
、

田
芋
の
揚
げ
煮
、
天
ぷ
ら
、
三
枚
肉
は
糖

分
、
脂
質
と
も
に
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

量
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
ス
テ
ラ

カ
マ
ボ
コ
（
１
０
２
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
）
と
赤
カ
マ
ボ

コ
（
38
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
で

は
、
同
じ
カ
マ
ボ
コ
で
も
64

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
差
が
あ
り

ま
す
。
材
料
の
違
い
に
よ
る

カ
ロ
リ
ー
の
差
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
選
ん
で
食
べ
た
い
も

の
で
す
。
塩
分
制
限
を
し
て

い
る
人
は
、
薄
味
で
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
工
夫
（
香
辛

料
、
香
味
野
菜
、
酸
味
の
利

用
、
う
ま
味
素
材
な
ど
を
使

う
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、カ
ロ
リ
ー
制
限
・

塩
分
制
限
を
し
て
い
る
人
い

ず
れ
も
、
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ

ウ
ム
、
食
物
繊
維
を
多
く
含

む
食
品(

野
菜
・
果
物
・
海

草
類
な
ど)

を
摂
る
よ
う
に
し
て
、
余
分

な
脂
質
、
糖
質
、
塩
分
を
体
外
に
排
泄
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
な
か
な
か
行
動

に
移
せ
な
か
っ
た
と
い
う
あ
な
た
、「
一
年

の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
、
お
正
月
を
新

た
な
食
習
慣
づ
く
り
の
“
チ
ャ
ン
ス
”
に

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

減 塩
テクニック

減 塩
テクニック

1

2

うま味をいかす

酸味・スパイスの活用

・かつお節・煮干し・トマト・こんぶ・干ししいたけ・貝類など

・にんにく・生姜・カレー粉・ゴマ・酢・レモン ・こしょうなど

うま味成分を上手に利用することは、おいしい減塩の成功の
カギとなります！うま味成分はお肉やお魚以外にも含まれて
います。

塩分を控えた結果、もの足りない味になるのを防いでくれる
強い味方が、スパイスやかんきつ類、お酢。これらをプラス
することで、塩分だけに頼らず、五感に訴える味を作ります。

資料：沖縄の健康食

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

年
末
年
始
は
、
ご
ち
そ
う
シ
ー
ン
の
多

い
時
期
。
と
に
か
く
生
活
リ
ズ
ム
を
く
ず

し
や
す
く
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
う
と
か
、

食
べ
過
ぎ
な
ど
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
食
事
面
か
ら
は
、
カ
ロ
リ
ー
、

脂
質
、
塩
分
過
多
な
ど
が
危
惧
さ
れ
、
生

活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、

脂
質
異
常
症
、肝
臓
病
な
ど
）
の
人
に
と
っ

て
、
こ
の
時
期
は
“
ピ
ン
チ
”
と
も
い
え

る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

〝
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
〟

～
行
事
食
の
傾
向
と
対
策
～

　

お
せ
ち
料
理
を
含
め
、
行
事
食
は
品
数

が
多
く
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
の
で
、
日

頃
あ
ま
り
口
に
し
な
い
料
理
が
味
わ
え
る

よ
い
機
会
で
す
。

　

一
方
、
日
も
ち
さ
せ
る
た
め
に
塩
分
を
活

用
す
る
料
理
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
ふ
だ

ん
よ
り
多
く
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
好
物

に
偏
っ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

カ
ロ
リ
ー
制
限
を
し
て
い
る
人
は
、
一

日
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
守
り
、
そ
の
中
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相手ゴールに力強くシュートする選手

12/12　第６回市駅伝競走大会

ほ か ま

き だ ま

よしか ず

よし の あ き

ま た よし こうい ち

ひ  が

こ う ち そ う た ろ う

せ いこう

う
る
ま
の
特
産
品
が
大
集
合
！

う
る
ま
の
特
産
品
が
大
集
合
！

第
６
回
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り
・
第
12
回
全
沖
縄
や
ま
い
も
勝
負

　市内で生産された農水産物や加
工品などが一堂に会した、第６回うる
ま市産業まつりが、12月18日、19日の両
日、市石川運動場で開催され、多くの
来場者で賑わいました。
　19日には、「第12回全沖縄やまいも
勝負」が行われ、一株から採れた自慢
の山芋を持ち寄り、その総重量を競い
合いました。
今年の結果は次のとおり
◆赤やまいもの部 
　優勝 比嘉 政孝さん 291㎏
◆白やまいもの部 
　優勝 幸地 宗太郎さん 180.1㎏

11月23日、子どもたちが創意工夫して絵を描くことで、美
観や地域への愛着と環境保全に対する意識を高めることを
目的に平安座島から宮城島へ向かう道沿いの護岸（平宮
護岸）で壁画コンクールが開催されました。
参加した子どもたちは、「私たちの宝物」をテーマに、グ

ループで協力し合いながら、大きな護岸のキャンバスに思い
思いの絵を描いていました。

第６回平宮護岸アートコンクール

芸術の秋、護岸に見事な絵を描く

協力して一つの絵を完成させる子どもたち

字宮里の外間祺和さんが、このほど観葉植物クロトン
の新品種「祺之明コブラ」（商標登録「黄玉コブラ」）を品
種登録しました。
11月17日、家族らと共に市役所を訪れ新品種登録を報
告し、葉の先がコブラのような形をした特徴ある新品種を
島袋市長へ贈呈しました。クロトンの品種登録は、外間さ
んで国内３例目。

クロトン新品種登録を報告

国内３例目となるクロトンの新品種を登録

新品種登録の報告に訪れた外間さん夫妻と甥の島袋さん（写真左）

　サッカーを通して「ふれあい・健康・生きがい」をつくろ
うと、12月12日、第１回うるま市長杯フットサルフェスタが
具志川多種目球技場で行われました。
　記念すべき、第１回大会には、市内外から１００チー
ムが参加。キッズの部から壮年の部、そしてファミリーや
女子の部など、幅広い年齢層の選手が日頃の練習の
成果を発揮し、白熱した試合を繰り広げ、大いに盛り上
がりました。

第１回うるま市長杯フットサルフェスタ
幅広い年齢層がサッカーを楽しむ

県から拠点産地の認定を受けている年末贈答用の
みかん「あまＳＵＮ」の収穫祭が、１2月７日、字西原にある
又吉 弘一さんの農園で行われました。
市長や生産関係者がたわわに実ったみかんにはさみ

を入れ、出荷を喜びました。また、試食会も行われ、参加し
た多くの関係者が甘く実ったあまＳＵＮの味に舌鼓を打っ
ていました。

平成２２年度　あまＳＵＮ収穫祭
たわわに実った「あまＳＵＮ」の味に舌鼓

たわわに実った「あまＳＵＮ」にはさみ入れを行う様子

国の重要無形文化
財「組踊」保持者とし
て認められた、本市出
身の６名からなる「組
踊うるまの会」が、市
制施行５周年を記念
して市民芸術劇場で
組踊を披露しました。
訪れた多くの観客は格調の高い演技に魅了されました。

12/4　組踊「執心鐘入」市制５周年記念公演

「うちそろて　高め
らな　うるま市の文
化」をテーマに、具志
川総合体育館で第６
回うるま市総合文化
祭展示の部が開催さ
れました。会場には、
書道や絵画、写真な
ど、約４４０名の会員の多彩な作品が数多く展示され、訪れ
た多くの来場者の目を楽しませました。

11/19～21　第６回うるま市総合文化祭展示の部

租税の意義や役割
を正しく理解し、社会
の一員としての自覚を
育てようと、田場小学
校６年生を対象に
「租税教室」が行わ
れました。
子どもたちは、普段

の生活の中で、税金
がどのように使われているのかをクイズやアニメなどを通し
て分かりやすく学びました。

12/10　税金の役割を学ぶ

駅伝大会が、石川
庁舎前をスタートし、
具志川総合グラウンド
をゴールとする全長
51.2ｋｍの９区間で行
われました。大会には
６支部から７チームが
参加し、選手らが各
区間で日頃鍛えた健脚を競いました。
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相手ゴールに力強くシュートする選手

12/12　第６回市駅伝競走大会
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　市内で生産された農水産物や加
工品などが一堂に会した、第６回うる
ま市産業まつりが、12月18日、19日の両
日、市石川運動場で開催され、多くの
来場者で賑わいました。
　19日には、「第12回全沖縄やまいも
勝負」が行われ、一株から採れた自慢
の山芋を持ち寄り、その総重量を競い
合いました。
今年の結果は次のとおり
◆赤やまいもの部 
　優勝 比嘉 政孝さん 291㎏
◆白やまいもの部 
　優勝 幸地 宗太郎さん 180.1㎏

11月23日、子どもたちが創意工夫して絵を描くことで、美
観や地域への愛着と環境保全に対する意識を高めることを
目的に平安座島から宮城島へ向かう道沿いの護岸（平宮
護岸）で壁画コンクールが開催されました。
参加した子どもたちは、「私たちの宝物」をテーマに、グ

ループで協力し合いながら、大きな護岸のキャンバスに思い
思いの絵を描いていました。

第６回平宮護岸アートコンクール

芸術の秋、護岸に見事な絵を描く

協力して一つの絵を完成させる子どもたち

字宮里の外間祺和さんが、このほど観葉植物クロトン
の新品種「祺之明コブラ」（商標登録「黄玉コブラ」）を品
種登録しました。
11月17日、家族らと共に市役所を訪れ新品種登録を報

告し、葉の先がコブラのような形をした特徴ある新品種を
島袋市長へ贈呈しました。クロトンの品種登録は、外間さ
んで国内３例目。

クロトン新品種登録を報告

国内３例目となるクロトンの新品種を登録

新品種登録の報告に訪れた外間さん夫妻と甥の島袋さん（写真左）

　サッカーを通して「ふれあい・健康・生きがい」をつくろ
うと、12月12日、第１回うるま市長杯フットサルフェスタが
具志川多種目球技場で行われました。
　記念すべき、第１回大会には、市内外から１００チー
ムが参加。キッズの部から壮年の部、そしてファミリーや
女子の部など、幅広い年齢層の選手が日頃の練習の
成果を発揮し、白熱した試合を繰り広げ、大いに盛り上
がりました。

第１回うるま市長杯フットサルフェスタ
幅広い年齢層がサッカーを楽しむ

県から拠点産地の認定を受けている年末贈答用の
みかん「あまＳＵＮ」の収穫祭が、１2月７日、字西原にある
又吉 弘一さんの農園で行われました。
市長や生産関係者がたわわに実ったみかんにはさみ

を入れ、出荷を喜びました。また、試食会も行われ、参加し
た多くの関係者が甘く実ったあまＳＵＮの味に舌鼓を打っ
ていました。

平成２２年度　あまＳＵＮ収穫祭
たわわに実った「あまＳＵＮ」の味に舌鼓

たわわに実った「あまＳＵＮ」にはさみ入れを行う様子

国の重要無形文化
財「組踊」保持者とし
て認められた、本市出
身の６名からなる「組
踊うるまの会」が、市
制施行５周年を記念
して市民芸術劇場で
組踊を披露しました。
訪れた多くの観客は格調の高い演技に魅了されました。

12/4　組踊「執心鐘入」市制５周年記念公演

「うちそろて　高め
らな　うるま市の文
化」をテーマに、具志
川総合体育館で第６
回うるま市総合文化
祭展示の部が開催さ
れました。会場には、
書道や絵画、写真な
ど、約４４０名の会員の多彩な作品が数多く展示され、訪れ
た多くの来場者の目を楽しませました。

11/19～21　第６回うるま市総合文化祭展示の部

租税の意義や役割
を正しく理解し、社会
の一員としての自覚を
育てようと、田場小学
校６年生を対象に
「租税教室」が行わ
れました。
子どもたちは、普段

の生活の中で、税金
がどのように使われているのかをクイズやアニメなどを通し
て分かりやすく学びました。

12/10　税金の役割を学ぶ

駅伝大会が、石川
庁舎前をスタートし、
具志川総合グラウンド
をゴールとする全長
51.2ｋｍの９区間で行
われました。大会には
６支部から７チームが
参加し、選手らが各
区間で日頃鍛えた健脚を競いました。
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全20日間　※パソコン初歩研修有

初歩からわかるWord Excel 事務研修
応募締切：平成23年1月20日（夜の部）

（申込多数の場合は面談にて受講者決定）

■うるま市IT事業支援センター 2号館■

（夜の部）平成23年 1月25日（火）～ 2月22日（火）

（夜の部）18:00～21:00  定員：20名

コールセンター管理者育成研修
（1日完結型　全5回）　定員：20名程度

応募締切：随時募集中  講座時間：9:00～16:00
■うるま市IT事業支援センター 2号館■

コールセンターの管理者に必要なスキル

を中心に、労務管理、コーチングなど多

業種の方にも役立つ知識を習得します。

就職対策！！ビジネスマナー研修
（1日完結型　全4回×2）　定員：20名程度

応募締切：随時募集中  講座時間：9:00～16:00
■うるま市IT事業支援センター 2号館■

敬語の種類と使い分け・身だしなみ
平成23年1月22日（土）姿勢と挨拶・第一印象アップ術　

平成23年 1月8日（土）

一般常識テスト対策・面接対策 平成23年2月5日（土）

コーチング／メンタルコーチング　平成23年1月15日（土）

業務構築の流れ／業務構築（プレゼンテーション）　平成23年2月12日（土）

ビジネスマナーやコミュニケーションス

キル等、就職活動に使える技術や、スキ

ルを1日完結の研修で気軽に学ぶことがで

きます。

パソコンの基本研修を5日間受けた後、
Word、Excelを中心とした事務処理ソフ
トの使い方や、BPO企業に対応するため
の知識を身につけます。

（後期）

【申込締切】            夜の部：1/20（木） 17:00

環金武湾就活あじまぁプロジェクトでは
環金武湾地域の施設に産業カウンセラーを配置、
就職・仕事に関する相談を受け付けています。
「どんな仕事に就いたら良いか分からない」
「履歴書の書き方が分からない」
「面接の心得を教えてほしい」
「自己アピールのしかたが分からない」
「職場の人間関係で悩んでいる」
など仕事に関する悩みにプロがお答えします。
まずはお気軽にお電話ください。

仕事に関する悩み、無料で相談受けます！

街 角

コ ン タ ク ト セ ン タ ー

IT
】
】

受付日時　平日９：００～１７：００

受付はコチラまで　↓
【うるま市 事業支援センター】０９８－９８９－０９５６
【金武町役場 　担当：玉栄     　　０９８－９６８－２６４５
【宜野座村役場　担当：大城 　　０９８－９６８－５１００



健
康
・
子
育
て

平
成
23
年
度 

就
学
援
助
の
申
請
受
付

　

市
で
は
、
小
中
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
こ
と

が
経
済
的
に
非
常
に
困
難
と
判
断
さ
れ
る
ご

家
庭
に
、
教
育
費
等
の
一
部
を
負
担
す
る
就

学
援
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対 

象
】
保
護
者
が
疾
病
等
で
経
済
的
に
困

　

窮
し
、
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ

　

る
こ
と
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
世
帯
（
う

　

る
ま
市
内
に
在
住
し
、
市
公
立
小
中
学
校

　

及
び
県
立
緑
が
丘
中
学
校
へ
在
学
す
る
も
の
）

【
給
付
対
象
】
学
校
給
食
費
、新
入
学
用
品
費
、

　

修
学
旅
行
費
、
医
療
費
（
学
校
病
の
み
）、

　

学
用
品
費

※
年
度
に
よ
り
給
付
対
象
・
支
給
額
が
変
動

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
申
請
手
続
き
は
、
各
市
立
小

　

中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
援
助
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
す
る
小
中
学
校

　

事
務
室
に
申
請
書
類
等
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
・
書
類
配
布
期
限
】

　

１
月
11
日
（
火
）
～
２
月
18
日
（
金
）

※
但
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
入
学
す
る
新

　

小
学
校
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
４
月
18

　

日
（
月
）
～
５
月
20
日
（
金
）
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
期
間
外
の
受
付
は
、
一
部

　

の
特
別
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
以

　

外
に
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
平
成
22
年
度
市
県
民
税
（
所

　

得
課
税
）
証
明
書
等
、
指
定
の
書
類
の

　

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
で
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

※
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

【
と 

き
】
１
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　
　
３
階
相
談
室

※
お
電
話
や
来
所
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　あなたの育児経験を生かして、現在子育て中の家庭を応援しませんか？　活動内容は、保育園の
送迎や預かり等。安心して保育サービスを提供できるよう会員を養成します。既に登録済みの援助
会員の方もスキルアップ講座として受講できます。

１月 31 日（月）～２月３日（木） 全４日　午前９時～午後 5 時
うるま市役所 本庁３階他（講座内容により場所の変更あり）
①うるま市在住の子育て経験者
②自宅で子どもを預かる又は依頼宅で保育を行える方で、 講習の全日程に参加できる方
③講座修了後、有償ボランティアとして活動できる方
30 名
500 円
うるま市ファミリー・サポート・センター

（みどり町児童センター内）にて直接お申し込みください。
月曜日～土曜日 午前９時～午後６時
１月 21 日（金）
※但し、定員に達し次第締め切ります。

うるま市ファミリー・サポート・センター
 病児・病後児援助会員養成講座

会 員 募 集

と き
と こ ろ
対 象

定 員
受 講 料
申込方法

申込期限

うるま市ファミリー・サポート・センター  ☎９７２－６２２９

13 広報うるま 2011　1月号　

i n f o r m a t i o n

学
務
課

1
９
７
８
｜
２
１
５
９

健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９
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i n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
う
る
ま
市
手
話
奉
仕
員
登

録
基
準
審
査
の
お
知
ら
せ

【
と 

き
】
２
月
７
日
（
月
）
午
後
７
時
～

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　
　
（
予
定
）

【
対 

象
】

　

①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程
修
了
者

　

②
地
域
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方

【
申
込
方
法
】
修
了
証
書
持
参
の
う
え
、
窓

　

口
に
て
申
込
み

【
申
込
期
限
】

　

１
月
17
日
（
月
）
～
１
月
31
日
（
月
）

国
保
特
定
健
診
抽
選
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
、
国
保
特
定
健
診
の
集
団
健
診
及

び
個
別
健
診
を
受
診
し
た
方
を
対
象
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
当
選
者
抽

選
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
と 

き
】
２
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
55
分
頃

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

　
　
（
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
内
）

平
成
22
年
度
叙
勲･

褒
章
受
章
記
念
式

典
な
ら
び
に
祝
賀
会

　

平
成
22
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
方
々
の
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を
行

い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
と 

き
】
２
月
16
日
（
水
）
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
出
雲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

ラ
ピ
ス
１
階
（
字
高
江
洲
７
８
８
）

　

☎
９
７
４
ー
２
７
２
７

【
会 

費
】
２
，
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

【
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
】

・（
故
）
上う
え
ち地 

安あ
ん
ぜ
ん善 

様

・（
故
）
知ち
ね
ん念 

順じ
ゅ
ん
え
い榮 

様

・
仲な
か
ざ
と里 
清せ
い
し
ゅ
う秀 
様

・
仲な
か
ち地 

邦く
に
あ
き秋 
様

・
中な
か
ざ
と里 

勝か
つ
や也 

様

・
仲な
か
ま間 

勇い
さ
む 

様

・（
故
）
中な
か
む
ら村 

盛せ
い
し
ゅ
ん俊 

様

・
藏く
ら
も
と本 

達た
つ
お雄 

様

・（
故
）
石い
し
か
わ川 

元げ
ん
ち
ょ
う長 

様

・（
故
）
山や
ま
ね根 

一か
ず
お雄 

様

・
長な
が
さ
き崎 

正た
だ
し 

様

・
山や
ま
し
ろ城 

幸こ
う
や也 

様

・（
故
）
金
き
ん
じ
ょ
う城 

孝た
か
し 

様

・
長な
が
み
ね嶺 

由よ
し
お雄 

様

・
前ま
え
ど
う堂 

正せ
い
し
ん進 

様

・
吉よ
し
や
ま山 

ト
ミ
子こ 

様

・
国く
に
よ
し吉 

真し
ん
し
ょ
う昭 

様

※ 

受
章
年
月
日
順

第
６
回
う
る
ま
音
楽
祭

　

今
年
も
開
催
致
し
ま
す
！

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
第
１
部 

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

　

ク
よ
り
、
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
、
他

・
第
２
部 

オ
ペ
レ
ッ
タ 

メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ

【
と 

き
】
２
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場 

午
後
３
時
30
分

　
　
　
　

開
演 

午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場 

響
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

・
一
般 

２
，
０
０
０
円

・
学
生
（
大
学
生
以
下
）
１
，
０
０
０
円

　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場

　

☎
９
７
３
ー
４
４
０
０

３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

in
あ
げ
な
げ
あ

　

多
く
の
小
中
高
の
学
生
に
ゲ
ー
ム
へ
参
加

で
き
る
機
会
を
設
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
底
辺
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
や
発
展
・
明

る
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
と 

き
】
１
月
22
日
（
土
）

　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
８
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
広
場

※
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是

　

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
安
慶
名
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

　

☎
９
７
２
ー
４
５
３
５

沖
縄
県
の
地
デ
ジ
支
援
窓
口
拡
大
！

　

沖
縄
県
で
は
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
に
向
け

て
、
地
デ
ジ
機
器
の
購
入
費
用
と
し
て
最
大

１
２
，
０
０
０
円
を
補
助
す
る
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
期
間
中
、
う
る
ま
市
本
庁
舎

を
始
め
、
各
支
所
で
も
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

同
事
業
に
関
す
る
相
談
、
申
請
書
記
入
の
サ

ポ
ー
ト
等
を
行
い
ま
す
。

【
期 

間
】
３
月
31
日
ま
で

　
　
　

  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　

  

（
但
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
と
こ
ろ
】

・
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

・
各
支
所
正
面
入
口
付
近
（
指
定
日
あ
り
）　

　

石
川
支
所
…
１
月
17
日
（
月
）・
18
日
（
火
）

　

与
那
城
支
所
…
１
月
４
日
（
火
）・
５
日

　
（
水
）・
24
日
（
月
）・
25
日
（
火
）

　

勝
連
支
所
…
１
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
）・

　

31
日
（
月
）

【
申
請
方
法
】
郵
送
に
よ
る
申
込
み

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

国
民
健
康
保
険
課

1
９
７
３
｜
３
１
７
７

秘
書
広
報
課

1
９
７
３
｜
５
０
７
９

文
化
課

1
９
７
３
｜
４
４
０
０

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

情
報
課

1
９
７
３
｜
５
２
０
４



　介護保険の要介護認定を受けている方のうち、身体障害者又は知的障害者に準ずる者として障害者控除対象者
に認定された場合に、障害者控除対象者認定書を発行します。所得税や市・県民税の申告をするときに、この認
定書を添付すると、本人又はその扶養者が障害者控除又は特別障害者控除を受けることができます。

【対象者】65 歳以上の要介護認定者で、身体障害者、知的障害者に準ずる方、又はその人を扶養している方
　※すでに身体障害者手帳等で控除を受けている方は該当しません。

【控除の区分】
　①障害者控除（要介護認定結果において、障害高齢者自立度がＡ又は認知症高齢者自立度がⅡ）
　②特別障害者控除（要介護認定結果において、障害高齢者自立度がＢ、Ｃ又は認知症高齢者自立度がⅢ、Ⅳ、Ｍ）
　
　
　介護保険の要介護認定を受けている方で、所得税や市・県民税の申告でおむつ代の医療費控除を受けるのが
２年目以降の方は、「おむつ使用証明書」に代えて、市が発行する「証明書」を使用することができます。

【対象者】次の条件をすべて満たす場合に「証明書」を発行します。
　①おむつ代の税申告をするのが２年目以降の方
　※１年目は医師が発行する「おむつ使用証明書」が必要です。
　②要介護認定時に主治医から提出していただいた意見書で、寝たきり状態（寝たきり度Ｂ１～Ｃ２）にあり、　
　　尿失禁の発生可能性があることを確認できる方

【申請手続き】介護長寿課窓口にて、申請書に必要事項を記入のうえ、介護保険被保険者証を添えて申請してください。

【お問い合わせ】介護長寿課　☎ 973－ 3208

高齢者の「障害者控除対象者認定書発行」及び
「おむつ代の医療費控除の証明書発行」について
障害者控除対象者認定書発行について

おむつ代の医療費控除の証明発行について

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お
け
る
、
う
る
ま
市

が
発
注
す
る
「
測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
」
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
次
の
と

お
り
受
付
け
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

１
月
13
日
（
木
）
～
１
月
28
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
11
時

　

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
前
回
の
登
録
番
号
に
よ
り
受
付
日
の
指
定

　

が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
必
ず
持
参
し
、
受
付
期
間
内
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受
付

　

は
行
い
ま
せ
ん
。

【
受
付
場
所
】
石
川
庁
舎
２
階 

会
議
室

【
受
付
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

☎
０
９
８
ー
９
６
５
ー
５
６
０
４

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
提
出
要
領
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。
提
出
要
領
等
は
、 

う

　

る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各
課
の
案

　

内
」
→
「
検
査
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
し
、
独
自
で
購
入
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

　

リ
に
入
力
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
今
回
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
み
の

　

申
請
に
な
る
た
め
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

　

ク
の
配
布
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
う
る
ま
市
名
産
品
等
候
補
申

請
の
受
付

　

う
る
ま
市
で
は
、
う
る
ま
市
名
産
品
等
選

定
要
綱
を
制
定
し
、
名
産
品
、
特
産
品
、
推

奨
品
の
選
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で

生
産
・
製
造
さ
れ
る
生
産
品
に
つ
い
て
、
う

る
ま
市
名
産
品
等
の
選
定
を
受
け
た
い
と
希

望
す
る
事
業
者
（
生
産
者
）
は
、
次
の
と
お

り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
に

つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課
の
窓
口
に
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
ま
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

【
対 

象
】
市
内
事
業
者
・
生
産
者
（
う
る
ま

　

市
内
で
製
造
、
生
産
を
行
っ
て
い
る
者
）

【
受
付
場
所
】
石
川
庁
舎
１
階
商
工
観
光
課

【
受
付
期
間
】

　

１
月
４
日
（
火
）
～
１
月
31
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
但
し
土
日
祝
祭
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１

　

時
ま
で
の
時
間
を
除
く
。
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i n f o r m a t i o n

検
査
課

1
９
６
５
｜
５
６
０
５

商
工
観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４



161月号　広報うるま 2011

i n f o r m a t i o n

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
交
付
期

間
が
終
了
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
交
付
期

間
は
平
成
23
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
の
住
基
カ
ー

　

ド
交
付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

　

う
る
ま
市
へ
お
住
ま
い
の
方
は
、
窓
口

に
て
申
請
す
れ
ば
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
「
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
」
の
秘
密
鍵
、
電
子
証
明
書

の
保
存
用
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
に
は
官
公
署
発
行
の
有
効
期
限
内

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し

た
本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
）
が

必
要
で
す
。

　

右
記
の
身
分
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

交
付
の
際
に
は
照
会
書
と
健
康
保
険
証
等

に
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
住
民
基
本
台
帳
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
行
わ

れ
、
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
や
企
業
・
大
学

な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
材
な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
い
ま
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
て
お
り
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と

は
思
い
ま
す
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル

の
実
施
及
び
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の
防
止
の

た
め
、「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
通
じ
て
、
皆
様
の
お
車
に
発
生
し

た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
】

　

☎
０
１
２
０
ー
７
４
４
ー
９
６
０

　

平
日 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
30
分

【
自
動
音
声
受
付
】

　

☎
０
３
ー
３
５
８
０
ー
４
４
３
４

　
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付
】

w
w

w
.m

lit.go.jp/R
J/

賃
貸
住
宅
等
小
修
繕
業
者
の
登
録
受
付

に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
沖
縄
県
住
宅
供
給

公
社
が
発
注
す
る
う
る
ま
市
営
住
宅
等
の

小
修
繕
な
ら
び
に
保
守
点
検
業
務
等
の
競

争
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
者
の
登
録

申
請
を
次
の
通
り
受
付
け
ま
す
。

【
申
請
書
等
の
配
布
】

１
月
24
日
（
月
）
～
１
月
28
日
（
金
）

【
配
布
場
所
】

・
与
那
城
庁
舎 

建
築
工
事
課

・
住
宅
供
給
公
社 

管
理
部
施
設
整
備
課

【
受
付
期
間
】

１
月
31
日
（
月
）
～
２
月
４
日
（
金
）

【
受
付
場
所
】

　

沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
部
施
設
整

　

備
課

※
必
ず
持
参
す
る
こ
と
（
郵
送
に
よ
る
受

　

付
は
致
し
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
部
施
設
整
備
課

　

☎
（
０
９
８
）
８
５
８
ー
１
４
５
５

※
申
請
書
は
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

http://w
w

w
.ojkk.or.jp/

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

　

会
社
や
個
人
で
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
（
構
築
物
、
機
械
装
置
、

工
具
備
品
等
）
を
毎
年
１
月
１
日
現
在
う

る
ま
市
内
に
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

【
受
付
期
間
】

１
月
４
日
（
火
）
～
１
月
31
日
（
月
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
（
正
午
～
午
後
１
時
の
間
は
除
く
）

【
受
付
場
所
】
本
庁
２
階 

資
産
税
課

　

申
告
用
紙
に
つ
い
て
は
12
月
中
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

様
式
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

う
る
ま
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
各
課

の
案
内
→
総
務
部
資
産
税
課
→
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　

尚
、
最
終
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
６

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

建
築
工
事
課

1
９
７
８
｜
３
６
１
９

資
産
税
課

1
９
７
３
｜
５
３
９
４



【
ロ
ッ
ト
番
号
】
１
０
０
１
２
１

　
（
携
行
缶
本
体
の
底
部
に
記
載
）

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
回
収
の
お
知
ら
せ

　

次
の
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
（
鋼
製
）
の
一
部

製
品
か
ら
、
油
が
漏
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
22

年
２
月
16
日
以
降
に
購
入
し
た
ガ
ソ
リ
ン
携

行
缶
を
お
持
ち
の
方
は
、
今
す
ぐ
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
対
象
製
品

【
輸
入
業
者
】
ユ
ニ
オ
ン
産
業
株
式
会
社

【
型
番
（
品
番
）】
Ｔ
Ｕ
ー
20

【
容 

量
】
20
リ
ッ
ト
ル

募　

集

平
成
23
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

【
募
集
科
目
・
訓
練
期
間
】

・
電
管
施
工
科 

２
年

・
自
動
車
整
備
科 

２
年

・
建
設
機
械
整
備
科 

１
年

・
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
科 

１
年

・
情
報
シ
ス
テ
ム
科 

１
年

・
製
図
科
（
身
体
障
が
い
者
コ
ー
ス
）
１
年

・
Ｏ
Ａ
事
務
科 

６
か
月

・
販
売
実
務
科
（
知
的
障
が
い
者
コ
ー
ス
）

　

６
か
月

【
募
集
期
間
】

・
普
通

　

１
月
17
日
（
月
）
〜
１
月
28
日
（
金
）

・
短
期

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
15
日
（
火
）

【
授
業
料
】

　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
代
、
教

材
等
は
自
己
負
担
）

※
詳
し
く
は
、
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

17 広報うるま 2011　1月号　

i n f o r m a t i o n

　うるま市の臨時職員・非常勤職員を希望する方は、下記の受
付方法等に基づき応募してください。

【受付方法】
　所定の申込書（履歴書）に必要事項を記入、写真を貼付し提
　出してください。（所定申込書は本庁３階職員課にて配布）
※市販の履歴書による応募も可能です。
※申込書はうるま市ホームページからもダウンロードできます。

【受付期間及び時間】
　年間を通して随時受付（欠員等の状況により採用）
　但し、平成 23 年 4 月からの任用希望者については、平成 23
　年２月末まで（土・日・祝祭日は除く）に提出してください。
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

【受付場所】
　市長部局等に関しては、職員課（本庁３階）☎ 973-5251
　教育委員会に関しては、教育委員会総務課（勝連庁舎２階）
　☎ 978-2201
※受付した履歴書は１年間保管します。

【留意事項】
◎臨時職員について
１．市内在住者優先

２．任用期間は６ｶ月以内の期限付き（但し、１回に限り延長可能）

３．採用については、各課の欠員状況によります。

４．臨時職員の主な職種及び賃金日額

　①学校用務員 4,644 円
　②一般事務職・一般労務職 6,300 円
　③調理員・土木作業員・図書館司書 6,500 円
　④保育士・ 幼稚園教諭 6,700 円
　⑤重機運転手、その他高度な資格を有する者 8,000 円
　⑥看護師・保健師等 8,500 円～ 9,000 円
５．臨時職員の勤務日
　原則として、月曜日～金曜日（午前８時 30 分～午後５時 15
　分）、学校用務員の勤務時間は 1 日 6 時間の月 15 日程度にな
　ります。

◎非常勤職員について
１．任用期間は１年単位（概ね年度の１年間）
２．採用については、専門職（有資格者等）となっており、各
　　課の欠員状況によります。
３．主な職種
　　保健師・看護師・社会福祉士・精神保健福祉士・手話通訳・建
　　築（土木）技術等有資格者・納税指導員・徴収員（資格不問）等
　　※報酬月額については、職種により異なります。
４．非常勤職員の勤務日
　　原則として、週 30 時間以内の勤務時間（例：１日 7.5 時間
　　の週４日・１日６時間の週５日勤務等）

※詳細については、総務部職員課（本庁３階）
　☎ 973-5251 までお問い合わせください。

平成 23 年度うるま市臨時職員及び
非常勤職員希望者の受付について

消
防
本
部 

予
防
課1

９
６
５
｜
２
１
２
２

沖
縄
県
立
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

1
９
７
３
｜
６
６
８
０



181月号　広報うるま 2011

i n f o r m a t i o n

平
成
23
年
度 

社
会
教
育
指
導
員
の
募
集

【
勤
務
条
件
】

　

１
日
８
時
間
勤
務 

月
12
日
勤
務

【
報 

酬
】
月
額 

８
０
，
０
０
０
円

【
勤
務
内
容
】

①
う
る
ま
市
立
公
民
館
の
主
催
、
指
定
、
委

　

託
事
業
の
企
画
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

②
講
座
、
学
級
及
び
サ
ー
ク
ル
の
学
習
相
談

　

や
学
習
支
援

③
生
涯
学
習
や
公
民
館
活
動
等
に
関
す
る
情

　

報
収
集
や
そ
の
提
供

【
任
用
期
間
】
平
成
23
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

  

平
成
24
年
３
月
31
日

【
対
象
者
】
う
る
ま
市
に
在
住
し
、
健
康
か
つ

　

活
発
で
、
地
域
活
性
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
等
に
興
味
の
あ
る
方

【
定 

員
】
若
干
名

【
申
込
方
法
】
手
書
き
の
履
歴
書
（
市
販
）
を

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係
（
う
る
ま
市
勝
連

　

地
区
公
民
館
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

１
月
17
日
（
月
）
～
２
月
４
日
（
金
）

就
職
支
援
講
座
受
講
生
募
集

①
Ｂ
Ｐ
Ｏ
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対
応

「
事
務
職
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座
」

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
概
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

事
務
応
用
、
簿
記
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

【
と 

き
】

　

２
月
１
日
（
火
）
～
３
月
１
日
（
火
）

　

平
日 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
尚
学
院
（
沖
縄
市
上
地
）

【
対
象
者
】
県
内
在
住
の
求
職
者
で
早
期
の
就

　

職
を
希
望
す
る
方
、
講
座
の
全
日
程
を
受

　

講
で
き
る
方

【
申
込
締
切
】
１
月
25
日
（
火
）
午
後
４
時

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181
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課
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沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
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◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第 2木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】  毎月第 4木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始
※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着
８名までとなっておりますので、お早めにご来庁ください。
窓口が大変混み合い相談を受けることが出来ない場合があ
りますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設

◆人権・行政合同相談所
【と　き】1月 20日（木）午前 10時〜午後 4時
【ところ】与那城庁舎 3階第 3会議室

連絡先：市民生活課　☎973-5487

◆消費者相談
【と　き】毎週水曜日　午前 10時〜午後 4時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰など人
権問題でお困りの方。
※法務局沖縄支局でも平日相談可能です。
☎ 937-3278
【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受け付
けます。
※沖縄行政評価事務所でも平日相談可能です。
☎ 867-1100
【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）などの
悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 ) 等に対するト
ラブル等について消費生活専門員が対応します。
※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能です。
☎ 863-9214
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご
　相談ください。



大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当

講習会を受講して使い方を覚えましょう！
◎救急出場が増加傾向です、軽い病気やケガの時は

近くの医院、診療所での受診をおすすめ致します。
　（救急車の適正な利用をお願いします。）
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i n f o r m a t i o n
【
面
接
選
考
】
１
月
27
日
（
木
）

【
定 

員
】
25
名

【
受
講
料
】
無
料

②
子
育
て
マ
マ
の
就
職
講
座
（
託
児
機

能
付
き
）

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら
就
職
対
策
ま
で

【
と 

き
】

　

１
月
24
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
月
）

　

平
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

　

嘉
手
納
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
講
座
の

　

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

【
申
込
締
切
】
１
月
18
日
（
火
）　

午
後
４
時

【
定 

員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

～
平
成
22
年
度
地
域
巡
回
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
～

　

本
事
業
は
、
沖
縄
県
内
各
地
を
巡
り
、
地

元
で
働
き
た
い
求
職
者
と
人
を
雇
い
た
い
求

人
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
増
や
す
沖
縄

県
主
催
の
雇
用
促
進
事
業
で
す
。
求
職
者
、

求
人
企
業
と
の
最
適
な 

”出
会
い
”
を
提
供

す
る
た
め
、
県
内
各
地
ご
と
に
説
明
会
や
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
２
月
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
２
月
５
日
（
土
）

　

21
世
紀
の
森
体
育
館
（
名
護
市
大
南
２
ー
１
ー
１
）

◆
２
月
12
日
（
土
）

　

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
那
覇
市
小
禄
１
８
３
１
ー
１
）

※
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
保
育
業
界
特
化
型

　

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

◆
２
月
18
日
（
金
）

　
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル（
浦
添
市
仲
間
１
ー
９
ー
３
）

【
時 

間
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
（
本
事
業
事
務
局
）

　

☎
８
６
１
ー
２
７
７
３

※
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
各
種
最
新
情

　

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
中

　

http://m
p-okinaw

a.jp

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

416 件
386 人

5 件

救急出動件数　　　　　
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（4,891 件）
（4,573 人）

（34 件）

＋ 53
＋ 43
＋ 10
＋ 32

118,800 人
59,381 人
59,419 人
44,725 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 12月 1日 前月比

☆社団法人うるま青年会議所様より５万円の寄付
うるま市社会福祉協議会へ

勝連城跡災害復旧工事に対して

うるま市育英会へ

消防活動状況（平成 22 年 11 月） 

うるま市の人口

☆與
よ こ だ

古田 清
せいゆう

雄様（字栄野比）より10万円の寄付
☆具志川なつメロ友の会様より683,215 円の寄付
☆ルネッサンスリゾートオキナワ ココガーデンリゾート
　オキナワ 総支配人 伊

い ら は

良波 清
きよし

様より36,000 円の寄付
☆「比嘉テレーザ美由貴沖縄公演」実行委員会様より20万
　円の寄付

☆かっちん城Ｄｒｅａｍプロジェクト様より40万円の寄付
☆勝連南風原区様より10万円の寄付

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１



【申込期間】
2011年1月24日（月）～2011年2月25日（金）
申込期間の延長はありません!

午前9時～午後6時
具志川運動公園　主会場／具志川総合体育館

うるま市まちづくり生涯学習推進本部　社会教育課　1978-2227

【参加料】
・ハーフマラソン（21.0975km）　3,000円
・トリムマラソン（10km・3.8km）　2,500円
・高校生以下　1,500円

【申込方法】
大会実施要項（申込用紙）及びホームページ等で別途ご案内します。
http://www.city.uruma.lg.jp/3/2584.html

第11回

2011年4月3日（日）
うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

2011年4月3日（日）
うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

2011年4月3日（日）2011年4月3日（日）

2月5日（土）・6日（日）

うるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタートうるま市与那城総合公園陸上競技場　午前9時スタート

第6回うるま市生涯学習フェスティバル


